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論 文 内 容 の 要 旨
ビスフォスフォネート製剤（BP製剤）に関連する薬剤関連顎骨壊死（Medication-related ONJ：MRONJ）に対し
て，骨髄幹細胞の培養上清：Mesenchymal stem cells-conditioned medium（MSC-CM）を用いた治療に効果があると
報告されているが，骨髄液を採取する際の侵襲性が問題となっている。そのため歯より比較的容易に採取可能な歯髄幹
細胞の培養上清：Dental pulp stem cells-Conditioned Medium（DPSC-CM）の有用性が期待されている。そこで，BP製
剤であるゾレドロン酸ナトリウム（ZOL）の投与と抜歯により作製したMRONJ モデルラットを用いて，MRONJ に対す
るDPSC-CMの作用効果を検討した。８週齢の雄ラットに ZOLを頸静脈投与後，上顎右側M１の抜歯を行い，MRONJ
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